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全１２紙面のうちの１紙面。 
 
理療教育かてい入所式・生活訓練かてい入所。 
 今年は、冬が長く、3月下旬でも寒さに震えているようでしたが、4月にはいると、日差しも暖かく、イッキに春がきた、 
という感じでした。桜の開花も、例年よりも遅く、ちょうど 4月 7日の入所式の時に、満開となり、艶やかな入所式が、 
迎えられました。今年度の新入所生は、高等かていが、3 名、専門かていが、16 名の計 19 名のかたが、理療教育かていへと、
入所されました。比較的、県内のかたが多く、19名中 11名が、通所となっています。片道 2時間近くかかるかたもおり、 
勉強との兼ね合いが、大変ですが、5年ないしは、3年後に、無事、国家試験合格を果たし、免許を取って、新しい春が、 
迎えられるよう、頑張って下さい。 
 また、生活訓練かていの利用契約の手交も行われました。随時、入所を取り入れて行く中で、センター側の受け入れ準備が、
整い次第、順次入所していただく形で、このたびは、4月 18日に、新たに 3名のかた、そして 5月 9日に、 
3名のかたが入所されました。理療教育かていのように、入所式というものはおこなわず、契約を取りかわした後は、 
すぐに、オリエンテーションを始め、訓練に向けての導入を、はかりました。 
 理療教育かてい、及び、生活訓練かていにおいて、難聴のかた、もうろうのかたが、入所されるなど、 
コミュニケーション手段や授業方法について、サポートが、必要な場面が出てきています。 
今後、障害者自立支援法の制定によって、ますます、障害の枠が、取り払われていく中、センターの体制についても、 
熟慮していく必要があるように、感じられました。 



全１２紙面のうちの 2紙面。 
平成 17年度、新入生紹介。（合計 18名） 
平成 17年度、理療教育かていに、入所されたかたがたに、抱負を語っていただきました。 
どうぞ、よろしくお願いします。 
 
新入生、1人目。  オオニシ タミコ。 

 始めまして、私は、難聴と網膜色素変性症で、視野がほとんどありません。将来は、自立するために、難しい勉強を覚えて、
資格を取って、生活ができるように、目的をもって、がんばりたいと思っています。センターの皆さん、いろいろと 
お世話になりますが、よろしくお願いします。           
 
新入生、2人目。ナカムラ ヨシアキ。 

人生の新しい 1コマがスタートし、ただ今、学生生活満喫中。センターに入寮して、生活が規則正しくなりました。  
授業では、新鮮な単語に頭を悩ませ、余暇時間は、ジムでトレーニングをしています。脳と体、そして、施術師としての腕を、
毎日コツコツと鍛えていきたいと思います。よろしくお願いします。     
 
新入生、3人目。ハラダ ヒロユキ。 

 親燕が、道路を低空で、横切るのを、毎日ハラハラしながら、通所しています。子燕のなきごえが、この 2、3日、 
あまり聞かれないのが、少しさびしいです。 さびしいと言えば、家の近くにある、商店街のアーケードに、 
巣を作っている燕の数が、少なくなったように思います。よく見ると、バリアをもうけている店舗が、増えたことに、気が付き、 
いろいろ考えさせられました。子供の頃、燕の巣を、棒切れでつついて、おばあさんに、怒られたことを、思い出しました。 
農家では、燕を大事にしていたように思います。私は、このような、心の風景を、これからも大事にしたいと思っています。 
これからの 5年かんが、未来の私にとって、心のゲン風景となる予感がして、毎日ワクワクしています。  
 
新入生、4人目。ヤマシタ アキラ。 

 私は、視力障害の進行に伴い、30年あまり勤めた、機械の設計会社を退職し、当センターに入所させて頂きました。 
これからも長いであろう、人生の為、三療の国家資格を、取得したいと思っています。健康に留意し、ファイト！！。 
ファイト！！。で頑張ります。    
 
新入生、5人目。オカモト エミコ。 

 入所式の桜の華やかさにうっとりしているのも、つかのま、厳しく楽しく難しい授業に、1 日が終わるのも早く、忙しさが、
身にしみています。体の仕組みを考え、良い治療ができるように、がんば！！。 
                 
新入生、6人目。ババ ヨウコ。 

私は、専科の 1年生です。私の住んでいる所は、オオサカ府とキョウト府のサカイメに近い所です。人口 3万の小さな町です。
小さいときは、体が弱くて、病院を入退院の繰り返しばかりでした。でも今は、元気になって何か、仕事がしたくなり、 
当センターを、尋ねました。入所させて頂き、ガンバリマス。よろしくお願い致します。   
 
新入生、7人目。ナギ マサヒロ。 

 入所にあたって、不安、焦燥、希望といろいろな思いが、一度に噴出。イッカゲツを迎えようとする今では、 
二十余年ぶりの、授業や実習で、新しく覚えることばかりで、いろいろな思いも、どこか遠くに置いてきたような思いであるが。 
 新たな問題が生じてきた。それは、私のイシュクした古い脳は、迷走し、暴走しているのである。早くこれを抑制、 
制御できるようにし、少しでも、学友についていきたいと思います。又、教科担当の先生がたや指導課のかたがたにも、 
ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願い致します。 
                 
新入生、8人目。クゲ ヤスアキ。 

 自分は、社会にとって、なんの役にも立たない人間なのではないか。一年前、僕は、そんなふうにおもいつめていました。 
バイトを転々とし、職安に行っても、自分の出来る仕事が見つからず、ハッポウふさがりになっていました。 
視力障害センターを、紹介してもらった時も、正直、とまどいました。自分に出来るのかどうか不安だったのです。しかし、 
周囲の人たちに相談し、自分の頭で考えた末、入所することを決意しました。 
いまの自分には、この道しかない、と。自分が、生きていくための活路を見出すため、この三年かん、精一杯努力していきます。  
 
新入生、9人目。 キタムラ ユズル。 

 希望と不安を胸に、このセンターに入所し、イッカゲツが過ぎ、ようやく、寮生活にも慣れてきたところです。 
 大学を卒業し、これまでに学んだ知識を、いかせる職業に就きたいと、考えていた矢先、病気の進行、障害者手帳の 
取得という現実を、突きつけられ、正直言って、私 



全１２紙面のうちの 3紙面。 
は、動揺しました。考えれば考えるほど、将来への不安は、増すばかりです。家族とも相談し、三療の世界に 
飛び込んだわけですが、私が、めざしていた職業も三療も、人と直接かかわることができる、人の役にたてる、という底流は、
決してかけ離れたものではない、と今では、思えるようになりました。私を支えてくれる家族、友人のおかげです。 
また、職員のかたがたにはお世話になります。三療のプロを目指して、技術の習得に、力を入れて、がんばります！。        
 
新入生、１０人目。  トミタ トシアキ。 

 51 歳、年齢的に決して若くなく、神戸視力障害センターに入所する事になり、期待と不安がまじりあっているところです。
人生には、いくつもの谷や山がありそれを乗り越えて行く、これが人生だとあらためて実感しています。前進あるのみ。    
 
新入生、１１人目。ヤマシタ ノブコ。 

 茶道、看護学校、法学部、教員免許取得で、長い学生生活でした。一生涯、学校で学ぶ事はないと思っていました。 
今は、何ひとつ役立っていません。交通事故を契機に、日本ライトハウスに、入所しました。職員のかたがたより、 
エネルギーがあり余っているので、そのパワーを活かして、今後の長い生活に向けて考えられたら、との三療のおすすめもあり、
大学学友、教務経験者の看護学校の同級生の、アドバイスがあり、受験の運びとなりました。やっとの思いで、決意しました。
3年後、全員の国家試験合格を願っています。決心した以上、一生懸命努力します。皆様がた、どうぞよろしく 
ご指導を賜りますよう、お願い申し上げます。      
 
新入生、１２人目。 ダテ ムネノリ。 

 ぼくは、軽音楽部とフットサル部に入っている、金髪の 18歳です。運動が好きで、キントレマニアです!!。勉強は、 
キライやけど、学校の環境もすごしやすいし、授業も、わかりやすく教えてもらえるから、ガンバレそうやなぁと 
思いました。3年かん頑張って資格をとりたいと思っています。              
 
新入生、１３人目。 イワモト カズナリ。 

これから 3年かん、焦らず、ぼちぼちと知識と技術を習得したいと思います。又、学校でしか体験できない事もあるので、 
有意義な学校生活を、送りたいと思います。よろしくお願い致します。    
 
新入生、１４人目。シミズ ノブオ。 

 今年で 49歳、この年齢で今さら勉強なんて…。不安ばかりで、このセンターに入所しました。先生の激より怖い妻のケリ、
一句。一日でも早く、愛する猫と妻をやしなえるような、三療師になる。妻に、尻をつつかれて、必死の思いで、教えを 
吸収したいと思います。やさしくサポートして下さるかたがた、丁寧な指導の先生がたと充実した環境の中で、あとはもう、 
やるしかない。そして、私より重い障害を持ち、多くの難問をかかえてガンバル友人に負けない強い心で、 
ヒビをむだにしないよう、3年かんを終えたいと決心しています。  
 
新入生、１５人目。 カワハライ ケン。 

 センターに入る 1年前より、理療のほうへいくと決めていました。入学して早くもイッカゲツちょいすぎました。 
正直、少しらくに考えすぎているところもありますが、3年後、ちゃんと自立できるよう、がんばりたいと思います。 
 
新入生、１６人目。    ナカタ マナブ。 

僕は生まれつきの緑内障で、周りの人たちに比べ、物がよく見えないことは理解しているつもりでしたが、 
将来について、あまり深く考えたことが無く、楽観的に捉えていました。 
しかし、昨年の年末に突然、病状が悪化し、入院することになり、今までの当たり前にできていたことすらママならぬ 
生活をしいられるようになってきて、そのとき初めて、将来について、考えるようになりました。 
自分なりにあれこれ調べていくうちに、この神戸視力障害センターのことを知り、とにかくやってみようと、突発的に 
思い立って、このセンターに入学してきました。 
いざ、入学してみると今までとはまったく環境が変わってしまい、戸惑うことも、多々ありましたが、それまで 
考えもしなかった世界を、垣間見れる喜びを感じています。これから 3年かん、自己をよく見つめ、後悔のない人生を 
送れるよう、ヒビ精進していきたいと思います。               
 
新入生、１７人目。カワハラ マサヨシ。 

本年度より、当センターにお世話になることになりました、カワハラ マサヨシ。です。年齢は 47歳、 
サラリーマンを 30年近くやっておりましたので、一番の心配は、勉強についていけるかどうかが不安です。しかしながら、 
全力をつくし、がんばってまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。         
 
新入生、１８人目。ヤマト マユコ。 

 今までは、音楽、ピアノ、を勉強しておりました。これからは、鍼灸の勉強をするわけですが、音楽からは離れず 
学んでまいります。将来的には、音楽療法などもできればいいと考えております。まだまだ未熟者ですが、 
よろしくお願い致します。     



全１２紙面のうちの 4紙面。 
。第 44回、神戸市障害者スポーツ大会。 
。今年は、神戸市障害者スポーツ大会へ、のべ 11名、(内、卓球 3名、陸上 3名、水泳 5名)、のかたが、出場されました。 
コン大会は、来年度開催予定の、第 6回全国身体障害者スポーツ大会 、「のじぎく兵庫大会」、のプレ大会としても、 
開催されました。種目ごとに日にちが、わかれており、卓球、陸上、水泳競技に、重複して、出場することができました。 
水泳は 7月中旬のため、今回は、掲載できませんが、卓球および陸上の健闘結果を報告いたします。 
 
。卓球の部。 

。平成 14年 4月 17日 

。さる 4月 17日、第 44回、神戸市障害者スポーツ大会、卓球競技、が、神戸市中央体育館にて、おこなわれ、 
当センターのサウンドテーブルテニス、ＳＴＴ、部員 3名が、出場しました。神戸市主催の大会参加は、初のことであり、 
最初は、おっかなびっくりなところもありましたが、ＳＴＴ部門の参加者は、全 9名、わきあいあいとした雰囲気の中で行われ、
新品の台も心地よく、日ごろの練習の成果を十分に発揮できたのではないかと思います。ＳＴＴぶいんの３名は、 
それぞれメダルを手にすることができ、全国大会にイッポ近づきました。 
Ａ、１部、男子、こう 5、ヤマサキ マサヒコ。金メダル。 
Ａ、１部、男子、専 3、イシカワ コウイチロウ。銀メダル。 
Ａ、2部、男子、専 2、ヨダ コウジ。銀メダル。 
 
また、Ａ2部、男子、に個人参加していた当センター、ナカニシ教官。と、Ｂ1部、男子、の選手とのエキシビジョンマッチも
おこなわれ、みごたえのあるプレーのオウシュウが、たのしめました。 
Ａ、アイマスク着用。 
Ｂ、アイマスク無し。 
 
実習生紹介。よろしくお願いします。 
 私は、こくりつ身体障害者リハビリテーションセンター学院、視覚障害学科 2年のオオハシ サトミ。ともうします。 
シガ県オオツシ出身です。性格は、話し方など全体的におっとりしているとかマイペース、自由奔放だとよく言われます。 
 実習は、いっしょに勉強してきた仲間と離れ、心細いですが、イッポウで、新たな出会いに恵まれて、 
楽しさを感じております。サンカゲツカン、できるだけ多くのことを学び、発見し、自分で考え、また吸収したいと思います。
どうぞよろしくお願い致します。 



全１２紙面のうちの 5紙面。 
陸上の部。 平成 17年６月 5日。 

 ６月 5日に、ユニバー記念競技場で、おこなわれました。競技は、投技、跳技、走技、 
フライングディスク、と 4種目があり、総勢 884名、（内、男子 597名、女子 287名）、が参加しました。 
視覚障害者は、少なく、計 39名、（内、男子 23名、女子 16名）、でした。センターからは、3名の男女 
が参加し、炎天下で熱心に、競技をしました。 
 最初は、ハンドボール投げで、セガワさん、専門 2年、が 17メートル 27センチを、記録しましたが、最後の投手に 5セン
チおよばず、銀メダルとなりました。しかし、次のソフトボール投げでは、 
25 メートル 54 センチで、堂々の金メダルを獲得されました。走り幅跳びでは、イシカワさん、専門 3 年、が、5 メートル 24
センチを記録し、金メダルを獲得、最後の 5000メートルでは、オオダテさん、専門 3年、が、25分 15秒で頑張り、これも堂々
の金メダル獲得です。 
ハンドボール投げ、専門 2年、セガワ マスミ。銀メダル。 
ソフトボール投げ、専門 2年、セガワ マスミ。金メダル。 
走り幅跳び、専門 3年、イシカワ コウイチロウ。金メダル。 
5000メートル走、専門 3年、オオダテ ユウタ。金メダル。 
 
実習生紹介。よろしくお願いします。 
ミズモト タツヤ。ともうします。サイタマ県のトコロザワにある、こくりつ身体障害者リハビリテーション 
センター学院の視覚障害学科の学生で、現在 2年生です。出身はフクイ県のオバマシで、 
日本海の荒波に面した、のどかなイナカマチで生まれ育ちました。好きなものは、甘いも 
の全般で、和洋問わず、質より量を好みます。嫌いなものはショウガです。5月から 7 
月末までのサンカゲツカン、こちらのセンターでサマザマなことを勉強させていただきたい 
と思いますので、どうぞよろしくお願いします。 



全１２紙面のうちの 6紙面。 
視覚障害者、視覚障害児、支援セミナー開催。 
 平成 17年 3月 26日、どようび、13時 30分から 16時 30分まで、近隣地域の中学校、高等学校教員を対象とした、 
視覚障害者、視覚障害児、支援セミナー、を開催しました。このセミナーは、地域に開かれたセンターとして、 
近隣の学校教員に対して障害者、障害児、支援のあり方を指導するとともに、本センターの役割を広く普及することを 
目的として行われました。 
 セミナーの内容は、「視覚障害についての理解と、弱視児援助の具体的方法、弱視児指導のヒント」、とし、 
以下を取り上げました。 
1、視覚障害について、視覚障害児を理解するために。 

2、視覚障害児、(弱視児)、援助の具体的方法。 

2-1.教室指導における、援助方法。 
2-2.体育指導における、援助方法。 
 当日は、3名の参加がありました。参加したどの先生も、弱視生徒が、学校内に在籍、または今後、入学予定があり、 
よりよい指導をおこなうためにと、課題を持って参加されていました。 
 開催時期や告知が遅れたこともあり、多くの参加者は、ありませんでしたが、その分、参加されたひとりひとりの先生がたの
課題に答えることができ、充実したセミナーとなりました。 
 講習会の最後には、アンケートを実施しました。その中で、参加した 3名から、「今後も、同様のセミナー開催の必要がある」、
とのご意見をいただきました。 今後、アンケートの意見などを参考に、より充実した研修会を継続していくよう、 
検討していきたいと考えています。    教務課 。ホソカワ ケンイチロウ。 
 
総合避難訓練。 
 5月 27日に行われました、総合避難訓練では、西消防署の職員を招いて、避難経路の確認後、初期消火についてと、 
防火扉の開閉方法について訓練をおこないました。 
 4月から新しい入所生や職員が来られ、避難経路オヨビ、避難場所の確認をおこなった後、西消防署のかたから 
初期消火として消火器の使いかたの講習をおこないました。消火器は常備してありますが、実際、使うこともあまりないため、 
使い方を学ぶ良い機会でした。防火扉の開閉は、煙や炎の遮断として、廊下をシャヘイするものですが、実際閉まった場合、 
あわてず避難するため、扉の状態や開けかたを確認しました。どちらも、実際やってみなければわからないことですので、 
いざという時の為の心構えが、できたかと思います。いつどんな時に、火災や地震が発生するかわかりません。 
どこにいても、落ち着いて避難できるよう、日頃の訓練の積み重ねが大切になります。 



全１２紙面のうちの 7紙面。 
新規クラブ紹介。 
軽音楽クラブ。 部長、クゲ ヤスアキ。 

  ＵKロック、クラシック、Jポップ・・・・オノオノ好きな音楽が違う 4人が、一緒になっってひとつのものを 
完成させるというのは、難しくもあり、面白くもあると思います。 
  現メンバーそれぞれの音楽歴は、さまざまで、まったくのビギナーから音楽大学卒業のベテランまで、 
とても個性豊かなメンメンが集まって、この軽音楽クラブは発足しました。それだけに不安もありますが、 
同時にどんなものができるかという楽しみもあります。 
 音楽とは、音を楽しむ、と書くわけですから、まず、楽しむ事が、大切なのでは、ないでしょうか。 
そこから、コミュニケーションや信頼関係が生まれれば、とても素晴らしい事では、ないでしょうか。  
カタヒジはらず、気楽に、音楽をやりたいと思うかたは、ぜひ。 
 
フットサルクラブ。 部長、イシカワ コウイチロウ。 

 フットサルは、サッカーを小さくしたような感じのスポーツで、縦 40メートル、横 20メートルのコートで、ゴールは、 
3メートルと小さいです。1チーム、キーパーを合わせて 5人で、試合時間は、10分ハーフで行います。 
 今年の 1月に神戸で全国大会があり、そこでは、優勝しました。今の人数は、ギリギリでやっており、 
練習日は、かようびときんようびの 3時 40分から 5時までときんようびは、自主練として、夕食後の、 
6時から 7時 30分までやっています。 
今年は 11月に、トウキョウで全国大会が開かれ、そこでも優勝を目指してみんなで頑張っています。 
興味のあるかたは、ゼヒゼヒきて、やってみよう。 



全１２紙面のうちの 8紙面。 
センター行事予定。 2005年 4月から 10月まで。 
4月 5日、かようび、  理療教育かてい始業式。 
4月 7日、もくようび、  理療教育かてい入所式。 
4月 17日、にちようび   第 44回神戸市障害者スポーツ大会、サウンドテーブルテニス。 
4月 18日、げつようび   生活訓練かてい、第 33期入所。1。 
5月 9日、 げつようび、 生活訓練かてい入所。2。 
5月 13日、きんようび、 解剖見学。 
5月 21日、どようび、   ハイキングクラブ活動、タツノ公園。 
5月 27日、きんようび、 総合避難訓練。 
6月 5日、 にちようび、 第 44回神戸市障害者スポーツ大会、陸上。 
6月 7日から 10日、   生活訓練かてい入所。3。 
6月 8日から 10日、   前期中間試験。 
7月 7日から 8日、    フクオカ視力障害センター交流会。 
７月中旬、       生活訓練かてい、入所、4。 
７月 16日、どようび、から、 理療教育かてい、夏季休業。 
７月 17日、にちようび、   第 44回神戸市障害者スポーツ大会、水泳。 
７月 30日、どようび、から、 生活訓練かてい、夏季休業。 
8月 22日、げつようび、 生活訓練かてい訓練開始。 
８月 30日、かようび、  理療教育かてい授業開始。 
9月 6日、かようび、   第 1回模擬試験 
９月 28日から 30日、   前期期末試験。     
10月 3日、げつようび、 理療教育かてい、後期授業開始。 
             生活訓練かてい第 34期入所、1。 
１０月 18日、かようび、 健康診断。 
平成 16年度。 生活訓練かてい修了生の進路状況。 
家庭復帰、 前期。 8名。 家庭復帰、後期。 4名。 家庭復帰、 前期と後期の合計。2名。 
理教入所、 前期。 0名。 理教入所、 後期。 3名。 理教入所、 前期と後期の合計。3名。 
生訓継続、 前期。 2名。 生訓継続、 後期。 ２名。 生訓継続、 前期と後期の合計。4名。 
現職復帰、 前期。 1名。 現職復帰、 後期。 0名。前期継続者再掲、1名。 
現職復帰、 前期と後期の合計。 1名。前期継続者再掲、1名。 
その他、  前期。 1名。 その他、  後期。 2名。前期継続者再掲、1名。 
その他。  前期と後期の合計。 3名。前期継続者再掲、1名。 
家庭復帰と理教入所と生訓継続と現職復帰とその他の合計、 前期。１２名。 
家庭復帰と理教入所と生訓継続と現職復帰とその他の合計、 後期。１１名。前期継続者再掲、２名。 
家庭復帰と理教入所と生訓継続と現職復帰とその他の合計、前期と後期の合計。２３名。前期継続者再掲、２名。 
平成 16年度 。理療教育かてい卒業生、修了生の進路状況。 
開業、 高等かてい。   0名。 開業、 専門かてい。   3名。女子再掲、1名。 
開業、 研修クラス。    0名。 開業、   高等かていと専門かていと研修クラスの合計。 3名。女子再掲、１名。 
治療院、高等かてい。   1名。 治療院、専門かてい。    9名。女子再掲、2名。 
治療院、研修クラス。    2名。 治療院、  高等かていと専門かていと研修クラスの合計。 12名。女子再掲、２名。 
病院、 高等かてい。   0名。 病院、 専門かてい。    1名。女子再掲、1名。 
病院、 研修クラス。    0名。 病院、 高等かていと専門かていと研修クラスの合計。   1名。女子再掲、１名。 
その他、高等かてい。   0名。 その他、専門かてい。    6名。女子再掲、2名。 
その他、研修クラス。    2名。 その他、 高等かていと専門かていと研修クラスの合計。 8名。女子再掲、２名。 
開業と治療院と病院とその他の合計、 高等かてい。   1名。 
開業と治療院と病院とその他の合計、 専門かてい。   19名。女子再掲、6名。 
開業と治療院と病院とその他の合計、 研修クラス。    4名。 
開業と治療院と病院とその他の合計、 高等かていと専門かていと研修クラスの合計。24名。女子再掲、6名。 
平成 16年度。 国家試験結果。 
あん摩マッサージ指圧師 高等 3年。 受験者数。 3名   合格者数。 3名。  合格率。  100パーセント。 
あん摩マッサージ指圧師 高等 4年。 受験者数。 1名。 合格者数。 0名。 合格率。   0パーセント。 
あん摩マッサージ指圧師 高等 5年。 受験者数。 3名。 合格者数。 0名。 合格率。   0パーセント。 
あん摩マッサージ指圧師 専門 3年。 受験者数。 19名。 合格者数。 18名。 合格率。 94.7パーセント。 
あん摩マッサージ指圧師 研修ｸﾗｽ。  受験者数。 4名。 合格者数。  2名。 合格率。 50パーセント。 
あん摩マッサージ指圧師。 計。   受験者数。 30名。 合格者数。 23名。 合格率。76.6パーセント。 
はり師。 高等 3年。 受験者数。 なし。   合格者数。  なし。    合格率。   なし。 
はり師。 高等 4年。 受験者数。 なし。    合格者数。  なし。    合格率。   なし。 
はり師。 高等 5年。 受験者数。 1名。  合格者数。  1名。   合格率。   100パーセント。 
はり師。 専門 3年。 受験者数。 19名。  合格者数。  17名。  合格率。    89.5パーセント。 
はり師。 研修ｸﾗｽ。  受験者数。 なし。    合格者数。   なし。     合格率。   なし。 
はり師。   計。   受験者数。 20名。  合格者数。  18名。  合格率。    90パーセント。 
きゅう師。 高等 3年。 受験者数。 なし。  合格者数。 なし。  合格率。   なし。 
きゅう師。 高等 4年。 受験者数。 なし。  合格者数。 なし。   合格率。   なし。 
きゅう師。 高等 5年。 受験者数。 1名。  合格者数。  1名。 合格率。   100パーセント。 
きゅう師。 専門 3年。 受験者数。 19名。  合格者数。  17名。 合格率。    89.5パーセント。 
きゅう師。 研修ｸﾗｽ。  受験者数。 なし。   合格者数。  なし。   合格率。   なし。 
きゅう師。   計。   受験者数。 20名。  合格者数。 18名。  合格率。   90パーセント。 



全１２紙面のうちの 9紙面。 
 今年の国家試験結果は、ほとんどのかたが合格という快挙でした。あん摩だけでなく、鍼灸師の資格も併せて取得できた 
かたが多く、これからの治療師としての道に自信が持てたのではないでしょうか。これまでの努力が実った結果となり、 
今後の活躍を期待するとともに、後輩達の励みになればと思います。 
  生活訓練かていは、5月、10月の 2期に分けての入所以外にも、随時に、入退所できるように取り組んでいます。その結果、
その人に合わせた訓練期間となり、サンカゲツで修了して家庭復帰をする人、または、休職中のかたは、復職にむけて、 
職場と調整を図りながら、1年後に無事、復職を果たすなど、ニーズに応じた訓練期間を、設定しやすくなりました。 
また、理教希望の相談の時点で、生活訓練を受けておいたほうが良い場合にも、短期間で利用出来るため、 
理教ヘ向けての準備段階としても利用しやすくなりました。 
 
生活訓練内容紹介。パソコン訓練。 
  最近のコンピュータ技術の進歩は、めざましく今やイッカに一台は、パソコンがある時代になりました。 
コンピュータの出現は、視覚障害にかかわらず多くの障害者に、恩恵をもたらしています。コンピュータが 
一般に普及する以前の時代は、視覚障害者にとってのコミュニケーション手段と言うと、点字、カナタイプライター、 
オプタコン、そして普通の文字を書く、墨字、でしたが、1983年に、AOK点字ワープロがリリースされ、普及するに 
シタガッテ、視覚障害者にとってのコミュニケーション環境が、劇的に変化してきました。カナタイプライターや墨字では、 
たとえ書けたとしても自分で確認が出来ませんでしたが、コンピュータを利用することで、音声によって、 
自分が書いた文章や相手から受け取った文章が読めるようになったわけです。当時は、コンピュータ自体が、高値の花で、 
音声装置も別付けで、日本電気 、NEC、製のパソコンでしか動作せず、しかも 100万円近いという値段にも、多くの人は、 
手が出せなかっただろうと思います。 
  しかし、1995ねん頃からいわゆる基本プログラムとなる、ウインドウズ 95が、発表され、外資系のコンピュータ販売会社が
日本に上陸し、それを追うように、日本電気も世界標準である、AT‐X互換機と呼はれる仕様のコンピュータを 
製造販売するようになってから、急激に価格が低下し、多くの人がコンピュータの恩恵を受けられるようになりました。 
  センターでは、1996年には、いち早く、ウインドウズを導入し、当時視覚障害者用ソフトとして普及していた、 
95リーダーやマイワードを利用した訓練をおこなっていました。現在では、生活訓練生の定員に近い台数の 
訓練用コンピュータを確保し、インターネットに接続できる環境もととのい、恵まれた環境の中でマンツーマンの指導を 
受けることができるようになっています。訓練の目標は、個人によって異なりますが、多くのかたが、メールの操作や 
ホームページの閲覧を楽しむために、訓練を受けています。中には、点訳ボランティアを目指して、点字編集ソフトの操作を 
学んだり、家計簿を付けるため、エクセルの基礎的操作を希望されるかたもおられます。今後は、セキュリティやネット社会の
マナーなども、重要な訓練課題になるかもしれません。日進月歩で進化する IT技術に追いつくのは、大変ですが、 
訓練生の皆さんに常に、最新で最適な環境と情報を提供できるように、努力しているところです。あなたもコンピュータを 
操作して、インターネットの世界を覗いてみませんか。 
                                                               指導課。 ナルト ヒロユキ。     



全１２紙面のうちの 10紙面。 
転入職員、新職員紹介。 
 
 はじめまして。 

ご紹介者、1人目。 庶務課。 イシゲ トシヒロ。 

4月 1日づけで、フクオカセンターから、庶務課会計係に転勤してまいりましたイシゲ、とモウします。 
出身はチバで、神戸、(関西)、で生活するのは初めてで、多少の緊張感がありました。 
しかし、実際生活してみると近くに、海や山の自然があり、とても暮らしやすい町だなと思っております。週末は、 
神戸の街をプラプラとドライブしております。また趣味は、お寺巡り、ですので、今後、キョウト、ナラ方面にも 
足を延ばそうかなと考えております。仕事に関しては、まだ不慣れな点が多く、ご迷惑を、おかけするかもしれませんが、 
どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 こんにちは。 

ご紹介者、2人目。   庶務課。 ミヤシタ アキラ。 

4月 1日づけで、シオバラセンターから異動してきましたミヤシタ、とモウします。前のシオバラセンターは、自然豊かで、 
夏季でも、ほとんど冷房も必要ない、過ごしやすいところでありましたので、この厳しい神戸の夏を、乗り切れるか 
少々心配しております。また、職務のほうは、初めての異動、初めての業務ということでまだまだわからないこと 
ばかりですが、諸先輩のご指導をいただきながら、1日でも早く、この神戸センターに慣れるよう頑張っていきますので、 
どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 お久しぶりです。 

ご紹介者、3人目。 指導課。 アリマ、旧姓、オオタ、サナエ。 

7年ぶりで神戸センターに戻ってきました。最初の 5年かんは、こくりつ身体障害者リハビリテーションセンターで、 
アトの 2年かんは、オオサカシナイにある、近畿厚生局で修行を、積んできました。以前は神戸市ナガタクから、 
電車で通勤していましたが、4月からは、主婦業から解放され、職員宿舎で単身赴任生活を、エンジョイしています。 
特に、宿舎の窓から眺めるアカシカイキョウオオハシの、ライトアップされた夜景は何とも言えない美しさです。 
慣れない主任業務に右往左往し、相変わらず、毎日ばたばたと中央廊下を走り回っております。お近くにお越しの節は是非、 
お立ち寄り下さい。ロウガンキョウが手ばなせなくなったこと以外は、7年前とほぼ変化 、進歩、のない状態で 
お待ちしております。 
 
 シオバラより。 

ご紹介者、4人目。  指導課。タカハシ ヒロシ。 

4月 1日づけで、こくりつシオバラ視力障害センターより赴任してきました、タカハシ ヒロシ、です。神戸は、 
立寄ったことがあるくらいで、いかんせん初めての土地に等しく、ホウボウ、サマヨっております。やはり、基本は、 
歩きでと当初は、考えたのですが、既に、クジケテ、自転車購入を検討しています。まだ神戸センターでの仕事は、 
不慣れなことも多く、ご迷惑をおかけしているところですが、利用者の皆様のお役に立てるよう頑張りたいと思いますので、 
よろしくお願いいたします。 



全１２紙面のうちの 11紙面。 
 災い転じて福。 

ご紹介者、5人目。   教務課。ササダ サブロウ。 

 寛大な皆さんに支えられ赴任ゴイッカゲツ、教務課長のササダです。以下は、単身赴任の失敗談です。官舎は 4階、 
主要な家電製品と家具はレンタル。業者さんは、洗濯機の設定をするとの約束だったので、気楽に初めての洗濯を始めた。 
ああ困った。なんとユカウエ、1センチメートルの浸水。私が排水経路を、確認しなかったのはまずい。翌朝、 
階下の 3軒にひらあやまり。 
 さて、職場では慣れないことばかり、気疲れの退庁時、西門を出てフラフラ歩き出したら地面がない。深い側溝へ転落。 
さいわい着地はうまくいき、指をすりむいただけだった。 
 机上のパソコンは、晴眼だった前課長が使っていたもの。全盲の私は音声読み上げ用にスクリーンリーダーを、 
インストールせねばならない。が、機械への負担は重くなり、メモリ不足が問題となる。 
そこで、メモリを増設してもらうことになった。が、作業中に画面は真っ暗。クラッシュしてしまった。 
ああ、パソコンなしでの仕事は考えられない、バンジキュウスかと思ったが、新規購入してもらえることになる。 
 では、皆さん、「教えることは、まなぶことです。ともにまなぶ喜びを大切に」。 
 
 再び神戸へ。 

ご紹介者、6人目。   教務課。キムラ シュウハク。  

 旧姓石塚から名を変え、フクオカセンターより戻りました。神戸センターは私にとって、教官となって初めて 
赴任したこともあり、思い入れが深い施設です。9 年ぶりに戻りしばらくの間は、施設内の雰囲気の変化にとまどいましたが、
一貫した信念、その主張を耳にしているうちに、関西に戻ってきたことをしみじみ実感しています。今後は、初心に戻って、 
周囲の意見を取り入れながら、個性を、伸ばして行きたいと思います。 
 
 よろしくお願いします。 

ご紹介者、7人目。    教務課、 ナカニシ ハツオ。 

 3月からお世話になっております。兵庫県立モウガッコウから、移ってまいりました。私の名前は、末っ子で長男ということ
からこの名が、付けられたそうなんです。アワジシマで取れて、アワジシマで栽培されました。幼少期は、 
海や山を走り回っていましたが、生まれつき弱視で、段階をヘて、今は全くの全盲です。ですので、動きは少し遅いですが、 
弱視と全盲のかた、それぞれの気持ちは理解しているつもりです。微力ではありますが、できるかぎりのことを 
させていただこうと思っております。寅年生まれで山羊座の A型です。アイダ ミツヲさんと、サカムラマサタミさんの 
詩集が大好きです。常に友好的、建設的にたずさわってまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
                             
 よろしくお願いします。 

ご紹介者、8人目。     教務課。アサヌマ シュン。 

 はじめまして。本年度 4月 1日から、こくりつ神戸視力障害センター教務課に事務官として配属になりました、 
アサヌマ シュン、と申します。出身は、イワテ県、トシは、20歳です。 
ことし晴れて社会人となったわけですが、まだまだ仕事も手につかず、皆様にはご迷惑ばかりお掛けしてしまい、 
申し訳ありません。しかし優しい職場のかたがたにささえられ、「一人前の社会人となる」、を信念とし、 
毎日一生懸命頑張っています。まだまだ半人前ですが、よろしくお願いします。 



全１２紙面のうちの 12紙面。 全１２紙面のうちの 12紙面。 
  人事異動。   人事異動。 
3月１日付。 3月１日付。 

新規採用。（合計、1名） 新規採用。（合計、1名） 

ナカニシ ハツオ。 ナカニシ ハツオ。 
３月 31日付。 ３月 31日付。 

退職。（合計、1名） 退職。（合計、1名） 

イマイ ユウジ。 イマイ ユウジ。 
４月 1日付。 ４月 1日付。 

転出。（合計、6名） 転出。（合計、6名） 

転出、1人目。カシワタニ シゲアキ。教務課長。こくりつハコダテ視力障害センター、教務課長、へ転出。 転出、1人目。カシワタニ シゲアキ。教務課長。こくりつハコダテ視力障害センター、教務課長、へ転出。 
転出、2人目。クボ アキオ。指導課主任生活支援専門職。 こくりつハコダテ視力障害センター、指導課長、へ転出。 転出、2人目。クボ アキオ。指導課主任生活支援専門職。 こくりつハコダテ視力障害センター、指導課長、へ転出。 
転出、3人目。ヤマダ サトシ。指導課生活支援専門職。こくりつシオバラ視力障害センター、指導課生活支援専門職へ転出。 転出、3人目。ヤマダ サトシ。指導課生活支援専門職。こくりつシオバラ視力障害センター、指導課生活支援専門職へ転出。 
転出、4人目。トミハラ ヒロシ。庶務課庶務係。 厚生労働省、社会、援護局障害保健福祉部、企画課、社会参加促進室、 転出、4人目。トミハラ ヒロシ。庶務課庶務係。 厚生労働省、社会、援護局障害保健福祉部、企画課、社会参加促進室、 
                      障害者スポーツ係、へ転出。                       障害者スポーツ係、へ転出。 
転出、5人目。カワナ アツシ。庶務課会計係。こくりつベップ重度障害センター、庶務課会計係、へ転出。 転出、5人目。カワナ アツシ。庶務課会計係。こくりつベップ重度障害センター、庶務課会計係、へ転出。 
転出、6人目。スズキ キョウコ。庶務課庶務係。こくりつフクオカ視力障害センター、庶務課庶務係、へ転出。 転出、6人目。スズキ キョウコ。庶務課庶務係。こくりつフクオカ視力障害センター、庶務課庶務係、へ転出。 
転入。（合計、6名） 転入。（合計、6名） 

転入、1人目。ササダ サブロウ。教務課長。こくりつ身体障害者リハビリテーションセンター、教務課主任教官、より転入。 転入、1人目。ササダ サブロウ。教務課長。こくりつ身体障害者リハビリテーションセンター、教務課主任教官、より転入。 
転入、2人目。キムラ シュウハク。教務課教官。  こくりつフクオカ視力障害センター、教務課教官、より転入。 転入、2人目。キムラ シュウハク。教務課教官。  こくりつフクオカ視力障害センター、教務課教官、より転入。 
転入、3人目。アリマ サナエ。指導課主任生活支援専門職。 キンキ厚生局、健康福祉部、社会福祉監査官、より転入。 転入、3人目。アリマ サナエ。指導課主任生活支援専門職。 キンキ厚生局、健康福祉部、社会福祉監査官、より転入。 
転入、4人目。タカハシ ヒロシ。指導課生活支援専門職。 こくりつシオバラ視力障害センター、指導課生活支援専門職、 転入、4人目。タカハシ ヒロシ。指導課生活支援専門職。 こくりつシオバラ視力障害センター、指導課生活支援専門職、 
                                       より転入。                                        より転入。 
転入、5人目。ミヤシタ アキラ。庶務課庶務係。  こくりつシオバラ視力障害センター、庶務課庶務係、より転入。 転入、5人目。ミヤシタ アキラ。庶務課庶務係。  こくりつシオバラ視力障害センター、庶務課庶務係、より転入。 
転入、6人目。イシゲ トシヒロ。庶務課会計係。  こくりつフクオカ視力障害センター、庶務課会計係、より転入。 転入、6人目。イシゲ トシヒロ。庶務課会計係。  こくりつフクオカ視力障害センター、庶務課会計係、より転入。 
新規採用。（合計、1名） 新規採用。（合計、1名） 

アサヌマ シュン。教務課業務係。 アサヌマ シュン。教務課業務係。 
内部移動。（合計、3名） 内部移動。（合計、3名） 

内部移動、1人目。モリモト ヒロミ。  指導課入所者援護係長。  庶務課給食係長、より異動。 内部移動、1人目。モリモト ヒロミ。  指導課入所者援護係長。  庶務課給食係長、より異動。 
内部移動、2人目。ナカヤマ カズヤス。 庶務課給食係長。  指導課入所者援護係長、より異動。 内部移動、2人目。ナカヤマ カズヤス。 庶務課給食係長。  指導課入所者援護係長、より異動。 
内部移動、3人目。ナカザワ マサト。  庶務課庶務係。  教務課業務係、より異動。 内部移動、3人目。ナカザワ マサト。  庶務課庶務係。  教務課業務係、より異動。 
   入所者募集中。     入所者募集中。  
このようなかたに、ぴったりです。 このようなかたに、ぴったりです。 
  理療教育かてい。あんま、マッサージ指圧、はり、きゅう、の免許を取りたいかた。   理療教育かてい。あんま、マッサージ指圧、はり、きゅう、の免許を取りたいかた。 
  生活訓練かてい。歩行に不安なかた、身の回りのできることを、増やしたいかた。パソコンなど、   生活訓練かてい。歩行に不安なかた、身の回りのできることを、増やしたいかた。パソコンなど、 
          情報機器に興味のあるかた。           情報機器に興味のあるかた。 
入所資格。  視覚での身体障害者手帳を、お持ちのかた。 入所資格。  視覚での身体障害者手帳を、お持ちのかた。 
募集人員。  理療教育かてい。高等かてい、中学卒、15名。 募集人員。  理療教育かてい。高等かてい、中学卒、15名。 
                    専門かてい、高校卒以上、30名。                     専門かてい、高校卒以上、30名。 
            生活訓練かてい。年間、約 20名。             生活訓練かてい。年間、約 20名。 
入所時期。 理療教育かてい。毎年 4月。 入所時期。 理療教育かてい。毎年 4月。 
      生活訓練かてい。随時。       生活訓練かてい。随時。 
期間。   理療教育かてい。専門かてい。3年かん。 期間。   理療教育かてい。専門かてい。3年かん。 
              高等かてい。5年かん。               高等かてい。5年かん。 
      生活訓練かてい。期間は、個人で異なります。       生活訓練かてい。期間は、個人で異なります。 
入所審査。 理療教育かてい。書類審査、学力オヨビ、面接審査。 入所審査。 理療教育かてい。書類審査、学力オヨビ、面接審査。 
      生活訓練かてい。書類審査。       生活訓練かてい。書類審査。 
入所手続。  まず、もよりの福祉事務所、または、町村役場、本センター指導課まで、ご相談ください。 入所手続。  まず、もよりの福祉事務所、または、町村役場、本センター指導課まで、ご相談ください。 
    電話番号。 078の 923の 4670。     電話番号。 078の 923の 4670。 
    ファックス。078の 928の 4122。     ファックス。078の 928の 4122。 
    イーメール、ｴｽ、ｱｲ、ﾃﾞｨ、ｵｰ、ｴﾑ、ｱｯﾄﾏｰｸ、ｹｲ、ｵｰ、ﾋﾞｰ、ｲｰ、ﾊｲﾌﾝ、ｴﾇ、ｴｯﾁ、ﾋﾞｰ、ﾄﾞｯﾄ、ｼﾞｰ、ｵｰ、ﾄﾞｯﾄ、ｼﾞｪｲ、
ﾋﾟｰ。 
    イーメール、ｴｽ、ｱｲ、ﾃﾞｨ、ｵｰ、ｴﾑ、ｱｯﾄﾏｰｸ、ｹｲ、ｵｰ、ﾋﾞｰ、ｲｰ、ﾊｲﾌﾝ、ｴﾇ、ｴｯﾁ、ﾋﾞｰ、ﾄﾞｯﾄ、ｼﾞｰ、ｵｰ、ﾄﾞｯﾄ、ｼﾞｪｲ、
ﾋﾟｰ。 
入所中の費用。   利用者本人の収入申告書に基づき、収入状況を、確認し、支援費基準により算定した 入所中の費用。   利用者本人の収入申告書に基づき、収入状況を、確認し、支援費基準により算定した 
           額、（利用料）、を決定します。            額、（利用料）、を決定します。 
  負担基準上限額。他施設も含め、施設利用期間が、通算して 3年までは、３万 2千円です。   負担基準上限額。他施設も含め、施設利用期間が、通算して 3年までは、３万 2千円です。 
          ３年を超えると、5万 3千円になります。           ３年を超えると、5万 3千円になります。 
          通所の場合は、上記の半額となります。           通所の場合は、上記の半額となります。 
          当センターに入所前に、他施設に入所していた場合は、その期間が、加算されます。           当センターに入所前に、他施設に入所していた場合は、その期間が、加算されます。 
          ご不明な点は、お問い合わせ下さい。           ご不明な点は、お問い合わせ下さい。 
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